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カリキュラム 2016（平成 28）年度 2017（平成 29）年度 
FWⅠ（１年生） ２１名 ２３名 
FWⅡ（２年生） ２１名 ２０名 

















































































































































































  次に、学生自身について、あるいは KBCに対して、課題、問題点として感じた箇
所を抽出する。 
 
・間延びをしてしまい、なかなか次の行動に移れなかったのでメリハリのある行動
を心掛けたい。 
・コーチングのスキルは子どもだけでなく、大人にも活用できると思ったので、コ
ーチングにもっと磨きをかけたいと考えた。 
・台所で洗い物をしているときに、クモやコバエ等の虫がいたので、衛生面には気
をつけておくべきだと思った。 
・スタッフから子どもの接し方、安全面などについての説明がなく、場面場面で注
意を受けることが多かった。 
・私の実習先の店舗はミーティングが一度もなかったため、改善点や反省点を自分
で考えるしかなかった。 
・当日、予定の変更はスタッフ間には連絡が伝わるが、実習生には連絡が回ってこ
ないことが多々あった。忙しいとは思うが、変更事項はその都度教えていただける
と助かると思った。 
・実習時間は 13:30～19:30の予定だったが、20～30分前には出勤するよう求めら
れた。また、定時で帰れる雰囲気ではなく、20:00を超えることもあった。 
・最終日の実技試験の時、クイズで盛り上がったが、子どもが考えている途中、ス
タッフが答えを言ってしまうのは残念でならなかった。 
・キッズコーチの資料には、子どもを叱ることも書かれていたので、実際に叱った
ら、スタッフから「叱らないように」という注意を受けた。掲げている方針とズレ
があるので、本音と建前があるように感じた。 
・最終日のゲームの実践では子どもたちを楽しませることはできたが、リスクマネ
ジメントの注意喚起がうまくいかなかったり、ルールをうまく伝えられなかったり
と様々な良い点と反省点が見つかった。子どもたちの行動の要因を考え、対策や誘
導できるようにする必要を感じた。 
・仕方のないことなのだが店舗が小さいため、店舗内でドッチボールなどをやる際
に危険なことが多々あった。人数がある程度少ない時に行ったほうがいいと感じた。 
・リスクマネジメント面では悔いが残っている。目の前で鉄棒から子どもが落ちて
しまったときに、他のコーチにすぐに助けてもらったが、自分にもできるこ  と
があったと思っているからだ。この時に、リスクマネジメントには広い視野と 素
早い対応力が求められることを学んだ。 
・今回実習を通して改めて学んだ“承認”“傾聴”“質問”を普段から意識的に使
うことと、普段から広い視野で物事をみるようにし、安全管理を常に忘れずにする
ということが自分自身の課題である。これらは、今後子どもに関わる企業に就職し
たいと考えている私には、必要不可欠な能力であり、普段から意識し、生活できる
よう心掛けていきたいと考える。 
・店舗自体が狭いこともあるが、一つの部屋でさまざまな遊びをしていた。仕切り
を立ててボール遊びをする子と本や宿題をする子が同じ部屋にいる状態だった。そ
のため、ボールが仕切りを超え、静かにそれらを進めている子に当たっていた。こ
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れらは集中力している子の妨げとなりまた、身体に当たってケガをする危険がある
と感じられた。 
・人前で発表の際は、話し方・言葉遣い・表情・声の抑揚などが大切だと感じたの
で今後の課題としたい。 
・コーチングを意識して子どもと接するようにしたが、子ども同士の喧嘩の仲裁に
はいる機会があった時、実際にコーチングを意識してやっても上手くいかなかった。
頭では理解していてもすぐに身につけられる力ではないと感じたので、今後は子ど
もと接する時だけでなく、日常生活において人と接する時に日頃からコーチングを
意識して傾聴や承認を行っていきたい。 
・1人でゲームをファシリテートする際、ゲーム内容ばかりを気にしていたがどん
な簡単なゲームでも子どもをどう盛り上げるか子どもはどんなことに興味があるか
を考えることで盛り上がり方や惹きつける力に違いがあると感じたため今後は、子
どもの興味のあることとそれをどう生かせるかを学んでいきたい。 
・幅広く子どもと接することは出来なかったため、遠慮せず、会話が出来るように
したい。そのせいか、引き付けにおいても成功できず、悔しい思いをした。 次に
こういった場があれば、コーチからのアドバイスから生かして特技を増やしたい。 
・実技テストにおいて、前日に行ったゲームよりは大分上手く出来たが、それでも
私の癖やゲームの進め方、褒め方、声のトーンなどにおいて納得のいくものではな
かったが、子どもたちの「楽しかった」の一言でやってよかった。もしまたこうい
った機会があれば、みんなから「楽しかった」と言われるような ゲームを作って
子どもたちと遊びたい。 
・子どもの人数に対して施設が小さいと思った。静かに過ごすだけなら事足りるが、
おもちゃを広げてのびのびと過ごすには他の子のことも考えて遊ぶようになるため、
狭いのではないかと思う。 
・施設内を歩くと靴下が真っ黒になった。裸足で歩いている子ども達の足の裏もゴ
ミやほこりだらけであったため、床の掃除をこまめに行った方がいい。子ども達は
トイレにもスリッパを履かずに入ることがある為、掃き掃除だけでなく拭き掃除も
行う方が望ましいと感じた。 
・窓も少なく、夏場であるにも関わらず冷房はあまり効いていない為、子どもの中
には汗をかいている子や鼻血を出す子がいた。そのため、現在より冷房を強くした
方が良いのではないかと考える。 
・キャンプではグループ分けがあったが、上級生をリーダーに男女をわけて、さら
には仲のいい人が一緒になっている気がしたので、全てばらばらなグループの方が
親睦を深めることができると思う。 
・施設自体は綺麗で過ごしやすい空間ではあると思うが、小さいスペースに全てが
凝縮されている分机の片付ける場所も子供の遊ぶスペースになっていたので安全面
には不安があった。 
・他の学童保育のサービスについてや、子ども、そして親が求めるサービスとはど
のようなものなのか調べ、さらに知識を深めていきたい。 
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 4）考察 
学生たちの報告から、「傾聴」「承認」「質問」の重要性と、また、それを個人
差はあれど、うまく実践していることがわかった。また、ティーチングとの違いを
意識しながら、コーチングの技術を駆使し、子ども達に対する接し方も学べたよう
である。 
さらに、子ども達の名前や学年を覚えたり、遠慮せず全力で遊ぶことで、心を開
いてくれていることを実感している。そのほか、子どもと関わるということがとて
も難しいことであることを改めて認識したようである。「子ども」と、一言で言っ
てもそれぞれの個性や性格から接する方法も変わり、それを学ぶことができたこと
も貴重な経験と言えよう。「子どもの可能性は無限大であって、それを引き出すこ
とができるのがこの KBCであり、コーチの力だと感じた。」という感想が非常に興
味深い。 
一方、課題となったこととしては、「リスクマネジメント」や「ファシリテート」
がうまくいかなかったという報告が目立った。これらはやはり経験を必要とするス
キルであり、座学だけで対応するのは大変なことであったと推察される。しかし、
学生たちは、正面からこれに向き合って、貴重な経験をしてきた。 
また、学生の報告から推し量るに、指導方法や設備などにおいて、施設ごとに若干
差異があるように感じられた。これについては、KBCにフィードバックしつつ、一
方で学生個々のスキルや熱意もばらつきがあることから、KBCと送り出す我々大学
側においても、しっかりとコーディネートしていかなければならないと感じた。 
いずれにしても、理論と実践を結び付けることのできる貴重なプログラムであり、
その有用性が学生の報告書からも裏付けられた。 
  
おわりに 
フィールドワークの現状と今後に向けた提言として、多くの大学のカリキュラムに
フィールドワークが取り入れられているが、本学ならではのフィールドワークを提供
することによって、これから社会に羽ばたく学生が現場を見つめ、自分自身を見つめ
なおすきっかけの一助となっている手ごたえを感じている。 
ことに本研究では、KBCキッズコーチ資格認定における FW研修に参加した学生を対
象に、参加する前の期待値と参加後の満足度、ならびに FWを通じて取得した知識や技
能、FWを体験した後の将来に対する考え方、上級学年に向けての大学生活の変化等に
ついて得られた感想を分析した。その結果、大多数の学生が各 FWを体験後、今後の大
学生活に向けての姿勢の変化が生まれた事は、今後の主体的な学習を考える重要な位
置を占めると考える。以上の研究に基づき、今後も学科新体制の中でのフィールドワ
ークの人材育成の具現化に迫っていきたい。 
 
 
 
 
 
 
